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甲虫ニュース CoLEoPTERISTS' NEWS
Asten,us set i fer CAMERON という名のハネカクシ

柴 田 泰 利

1983 年野生研 (現自然環境研究センター) の斉
藤秀生氏から千集県浦安市で採集された奇妙な形を
したハネカクシを2 頭いただいた. 体長は4 mm弱
と小さく全体がずんぐりとして平行, 大きな頭部に
小さな複眼, それに体にくらべて細く短い触角や
脚, 体側面にある長い剛毛など, 一見してアリガタ
ハネカクシ亜科ということはわかっ
たが, 属がわからない.  こんな種が
日本にもいるのということが私の第
一印象であった.
早速, 手持ちの文献で調べてみ
た. 外見がAcanthog1ossa属に良く
似ている (日本からは A h irtel ta
(SHARP) が知られている) のでこの
属から開始したのだが付節や口器の
構造などが連う. そこで近縁と思わ
れるいくつかの属にも当たってみた
のだがその所属を確定するまでには
至らなかった.  この段階ではこの種
がAstenus属のものであるとは全
く思ってもみなかった.  さらに,
1985 年になって和泉敦夫氏から同
定を頼まれた標本中に東京都大田区
の大并;t章頭で採集された1 頭を発
見した.  その後この種のことは気に
はなっていたのだが, それ以上の調
べは中止してしまった.

1989年の夏,  大英博物館 (自然
史) を訪問する機会があり日本や台
湾産のハネカクシのタイプ標本を調

ものだったのである.
そこで, 原記載以後長い間その正体が不明であっ
た本種の簡単な紹介をし諸兄の参考に供する次第で
ある.

Astenus l lE:urgsunius) seti fer CAMERON
Astenus setifier C^MoRoN i930, Ent mon. Mag., 66:

2 06. (t ype locali t y: Kobe).
体全体は頑強でやや膨隆するが頭
部を除き上面は扁平. 多少とも光沢
があり, 頭部と 部は暗黒褐色, 上
翅は赤掲色, 腹部は黒色だが各節の
後緑はすこ し黄色味を帯びる. 触
角, 口器, 脚は黄赤色. 体側面はや
や長い黒色の剛毛があるが,  とくに
部, 上翅のものが顕著である. 体
長: 3.5 ~4 mm.
頭部はほぼ台形で 部と同幅, 後
方に向かって広がるが後縁角は丸
い. 後緑は中央部ですこし内側に[ltl
がる. 表面は前方から後方約 l /3 の
ところまでゆるやかに膨隆するが,
そこから後縁に向かって明らかに落
ち込む, 中央に短黄毛を具えた中凹
みのへそ状点刻を密布し, 点刻間に
は綱状印刻がある. 複眼は極めて小
さく , その長径は複限後方の側頭部
の半分の長さしかなく, 側方にはほ

國1.  Astenus (El,rysumus)  setifer  とんど突出しない. 触角は比較的短
CAMERON, ♀,  千薬県浦安産.  ス く, 後方に伸ばすとほぼ前背板中央
ケー ル 1・0 m m・ までの長さに等しい.  3 節は2 節よ

べていたところ, 思いもかけずAstenus属の標本中
に本種と同じものを発見することが出来た.  そこに
はAstenus settfer CAMERON というラベルがっいて
いた.  帰国後,  CAMERONの原記繊とタイプに関す
るメモをもとに標本を検討した結果まちがいなく こ
の種であることが判明した. CAMERONの原記載中
には A. setifer はその外形が外国産の A. curtulus
ERlcHsoNに非常に良く似るとあり, このA. curtu1-
usは目本産の他の種とは異なるEurysuntus亜属の
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りすこし長く, 5~10節は各々 わずかに幅より長
く ,  末端に向かって強く拡がる,  末端節は 10節と
同幅だが前節の2.5 倍の長さがある.
胸部は横広で側面はほとんど真っすぐで平行, そ
れぞれ3 本の黒色剛毛を具え, 後 角は前緑角にく
らべてより鈍い. 表面には小顆粒を密布するが, そ
の小顆粒は中央に短黄毛をもつ小点刻からなる.
上翅は横広で前背板よりもわずかに幅が広く , 側
面にはそれぞれ7~8 本の黒色剛毛がある. 表面は
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図2.  Astenus seti fer CAMERON: Holotype ( ) と添付ラベル, 大英 物館 ( 自然史) 蔵

前背板と同様な構造の小顆粒状の点刻を密布する.
腹部は上翅より少し幅が狭く ,  5 節が最も幅広.
基部近く の節は組い小点刻をやや密に装うが先端の
節になるにしたがって点刻はより細かくなり, 表面
の細毛もより長くなる.
検視標本. 1 ♀, 兵庫lf1神戸市篠原, 23.VI.1924,

J. E. A. LEWIS採集. ( タイプ標本, 大英t専物館 (自
然史) 蔵) ; 2 , T一葉県浦安市浦安中央公因, 21.
IV. 1980, 斉藤秀生採集; 1 ♀, 東京都大田区大井埠
頭, 24. VI. 1984, 和泉敦夫採集.
備考. 残念ながら検視標本のすべてが難個体で
あったため雄父尾器を図示することが出来なかっ
た. Astenus属には5 亜属が発表されているが, い
ままで日本ではほとんど使われていない. A. setifer

はEurysunius 亜属に入る.  このfill属の特徴は体全
体に厚みがあるが上面は 平で脚や触角は短く ,  さ
らに前背板, 上翅, 腹部はほぼ同幅である.  これら
の点から他の亜属のものとは際立って異なる特徴を
持っている.  日本には12 種が記録されているが,
本種を除きすべての種が, 体は細長くすらりとした
外形で脚や触角も長く別亜属に入る.
現在までにこの亜属には約40種がモロッコ,  ア
ルジェリア,  カナリア諸島などのアフリカ北部,  ス
ペイン,  ポルトガルなどのイベリァ半島, サルジニ
ア島,  コルシカ島,  シチリァ島,  イタリア, ユーゴ

スラビア, ギリシャ,  レバノンなどから知られてい
るが, その分布の中心は地中海周辺の地域である.
ただ 1 種 Astenus (Eurysunius) paradoxus EppEL-

A B

図3.  日本産Astern‘s属の2 極.  オオシリグロハネクシ Astenus sti」fusus (SHARP) (A); フタホシシリグロハネカクシ
Astenus bicoton(SHARP) (B). タイプ標本, 大英博物館 (自然史) 蔵.
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sHEIMだけがコー カサスに分布している. そして途
中の地域をとびこして速く離れた日本にこのEur-
ysunius亜属のA. setlferが分布していることは大
変興味深い.
本種はコルシカやサルジニア島に分布する Ast-

enus(Eurysumus) curtulus ERlcHsoNに外見が似る
が, A. setiferのほうがより光沢があり, 前背板後方
には陥没がなく, 上翅はより長く体側面に顕著な剛
毛をもっことなどにより識別は容易である.
口本産12 種のうち和名のついているのは, ( フタ
ホシ) シリグロ, (ヒメ ) シリグロ, (ヤマト) シリ
グロ, (オオ) シリグロそれに (キァシクロ) クビボ
ソの5 種である.  4 種が0 0シリグロ,  1 種が0 0
クビポソである. 和名なので属共通を示す語尾を必
ずしもつける必要はないが, 和名のない種のなかに
は腹部全部が一色のものもあり0 0シリグロで通す
のにはやや無理がある.  さらに, 0 0クビポソの方
は近縁のRugitus属にもあり, 混乱をさける意味も
あり今回はあえて和名をつけることはしなかった.
浦安公園で採集された2 個体は 藤秀生氏によ

No. 1 l l (Sept. 1995)

れば公園内の掃き寄せられた落葉下, 一方, 和泉敦
夫氏の採られた大井埠頭での個体は側滿内に 積し
た落葉下からそれぞれ発見されている. ただ, 残念
なことに大井での採集場所はその後, 東京卸売市場
として開発されてしまったとのことである.  この
Eurysumus亜属の分布からみて, 口本でも 後海
岸近くの平野部を中心に追加の個体が発見される可
能性は大きい.
末 ながら常口ヒ演ご指導ご額推をE易る渡辺 明
氏, 貴重な標本をご恵与下さった 藤秀生, 和泉数
夫の諸氏並びに全形図を用意して下さった ii谷昭意
氏に厚くお礼申し上げる.

参考文献

CAMERON, M., 1930. New species of Staphylinidae from
Japan. Ent mon. Mag., 66:205-208.

CoIFFAIT, H.,  1984. Col6optOrcs Staphylinides de I a

R6gion Pal6arctiqueOccidentale V. Nouυ. Reυ. Ent..
Suppt.. l3(4): 1-424.

(東京都町田市)

「日本未記録のジョウカイポン2 種」 の訂正について

高 橋 和 弘

者は, 甲 ニュース第108 号において, ジョウ
カイポン科の2 を口本来記録種として報告した
(高橋,  1994) が,  その所属や種名の取扱いならび
に記述内容について誤りがあったのでここに訂正し
たい.
なお, 文献の存在を御教示いただいた中根猛彦博
士, 記 内容について御指摘をいただいた今坂正一
氏ならびに文献等でおtu-話になった佐藤正率博士に
厚くお礼申し上げる.
属の扱いについて

KAsANTsEv (1992) は, 交尾器の形質の中で
median hook(laterophyses) の有無により, 従来の
Padabrus属をPodabrus とDiche1otarsus の2 属
に分離し, Podabrusの亜属であったAstopodabrus
をDichetotarsusの亜属として扱った. 確かに交尾
器の構造から考えると, 前報で報告した2 種を
Podabrus亜属に含めるには問題があり, Diche1o-
tarsusとして処理するのは妥当であろうと考えら
れる. しかし, このDichetotarsusが日本産の種が
多数所属するAsiopodabrusと同属で, Podabrus
とは別の属であるという考えには納得しがたいもの
がある.  その1 つの根拠としては, Astopodabrus
の中にはP. (A) inc:xPectus TAKAHAsHIやP. (A)
kad0ωaki i NAKANE et MAKIN0のように例外的で
はあるが median hook ないしそれに相当する器官
をもつ種が知られており,  median hook の有無が
属を分ける絶対的な区別点とはならないと考えられ
るから、である.  さらに, 全体の体型, 爪の形の特徴
を考慮に入れると, Diche1otarsusはAsiopodabrus

よりもむしろ Podabrus基亜属により近いような印
象をうける. いずれにせよこの3 つのグループは,
互いに独立した種群と考えられ,  もしこの3 群を区
別するのであれば, それぞれ別属として処理する
か, 同一属の【重属として扱うのが妥当と思われる.
そこで,  ここではとりあえずPodabrus属を広く解
釈し, Dichetotarsusをその亜属として扱うことと
した.
夕カネクロク ビポソ ジョウカイ Podabrus (D iche-
lotarsus) angusticouis (MoTscHULsKY, 1860)
本種の記載の中で, c,'''の前肢の爪の形が, 左右で
異なると記載したが, 図 l に示したように若千の形
態の違いは認められるものの, 左右とも 2 裂状とす
るのが正しいと思われるのでここに訂正したい. 本
種に関しては, 十分な個体数を検することができな
かったため明確にはいえないが, c,1;' の前肢の爪の形
に関しては, 基本的には2 裂状であるが, 個体に
よって程度の差はあるものの基部がやや膨れる個体
もあるようである.  したがって, 前肢の爪の形によ
れば, 本種は,  この亜属の本来の特徴である爪の基
部が三角形に膨れるという形態から,  2 裂状へと変
化した特異な種ということになる. KAsANTsEv
(1992)   にも本亜属の爪の形の連いが図示されてお
り, これによればP tappomcusは, 爪の基部がふく
れる型であるが, 本種は完全な2 裂状であり, P
fiaυtmanusは両者の中間型の形態であることが示
されている.  このことは交尾器の形態をあわせて考
えると, 本種は,  この亜属の中でもかなり特化した
種であることを示していると思われる.
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図1.  P. (D ) angusttcol tis 雄の前肢の爪 (内側)
左: 左前肢; 右: 前肢.

なお, 本種の爪の形の配列は, 既知種の中ではニ
セミヤマクビポソジョ ウカイ P. pseudotictrius
TAKAHAsH1, 1992 と全く同じということになる.
この lは, 爪の形や交尾器の形状が特異で, Asiop-
odabrusとは異なるグループに属するのではないか
と考えられている種であるが, 本種との間には体型
や交尾器の構造にかなりの相連があり,  とても同一
グループとは認められない.  これらの点から, 爪の
形の相連は, 各グループの中で並行的に起こりうる
変異であり, 亜属等を区分する上での絶対的な形質
ではないことがここでも明らかとなったが, Podab-
rus属グループの類総関係を再検討するうえで十分

第 111 号 ( l995 年9 月)

に考慮すべき問題であろうと思われる.
エゾクロクビポソジョウカイPodabrus  (1)icheto-
tarsus) lapponicus (GYLLENHAL, l 810)
GYLLENHAL, 1810, Ins Suec. I, 2, Addenda: 15.
本種については, P ftaυimanus (MoTscHuLsKY)
として報告したが,  KAsANTsEv (1992) によれば,
むしろ P taPPomcus (GYLLENHAL) を当てはめるの
が適当のようである.  この両種の交尾器は,  きわめ
てよく似ているため同定は慎重に行う必要がある.
なお, P. .fiaυimamlsについても, 千島列島が分布地
として記録されているため北海適にも分布している
可能性が高く ,  今後の詳しい調査が待たれるところ
である.

引用文献

KAsANTsEv. S., 1992. Contr ibution to the knowledge of
Palaearc tic Canthalidae (Colcoptera). Notes on .0 i-
che1o ta rsus M oTscHuLsKY. Ent. Basit., l5: 267-288.

高橋和弘,  1994. 目本末記録のジョウカイポン2 種. 甲虫
ー ュ ー ス, (108): 1-2.

(神奈川県平塚市)

0 ヵギモンケシナガクチキの釧路海岸の記録
カキ'モ ンケシナガクチキ OdeMa scnptzpem is

LEWISは, 北海適 来沼産の1 頭に基づいて記載さ
れた lであるが, その後100年にわたって道内から
の追加記録はない (豊i島ほか,  1991). 本州におい
ても長野, l」1梨, 岐.事, 富山, 千葉の各県からわず
かの個体が採集されているにすぎない (水野,
1994 ). 者は本 を釧路支庁で採集しているので
記録しておきたい.

ぁ , め

1 頭, 北海道J字i岸郡厚岸町言蒲が原, 24. VI.
1989, 者採集 ・ 保管.
採集地点は太平洋に面した標高約80 mの台地の
上で, カッラ,  ミズナラを混じえたト ドマツ・ ダケ
カバ林が防務保安林として保存されている.  ダケカ
バの 高直径は最大80 cm程度あり, 原生林に近
い環境である. 上記の個体は地上から l m程度の位
置にあったダケカバの枯枝を叩いて得たが, 黒く
湿って菌類もついておらず, 叩くと土状の木くずが
落ちるような, 余り 「食指の動かない」 枯技であっ
た.

末 ながら, 文献の入手に便直を図って下さった
水野弘造氏に厚くお礼中しあげる.

引用文献

豊 売司・ 石川 豐・ 水野弘造,  l 991. 北海道のナカ'クチ
キムシ(1.). 月刊むし, (243):27-31.

水野弘造,  1994. ナガクチキムシ1豐,談 (8). 北九州の.屋a
41(1 ): 2 5- 36.

(新潟県南魚沼郡, 芳資 基)
0シンボリヒゲナガジョウカイを山梨県で採集
シ ンポリ ヒ ゲナ ガジ ョ ウ カ イ Micropodabrus

s加nboni TAKAHAsHl は, 神奈川県西丹沢から記載
された種である. 者はこれをl u梨県の南アルプス
山系で採集することができたので, 記録しておきた
い .

l , 山梨県早川町七面山, 23. IV.1994; 4 ,

同所, 22. IV. 1995; 2 , 山梨県韮崎市円野町,
29. IV. 1995.
いずれも谷底のカェデの花から得た.
一方日本には, 本種の近似種ホソナガジョウカイ

MicroPodabrus 1onglPes (WITTMER) が, 伊 ,  箱
根, 紀伊半島から記録されている. 両種の分布状況
に今後興味が持たれる. 両種は外観が極めてよく似
ており, c,1''交尾器の特にventral processの形状に
より区別できる.

参考文献

今坂正一,  l992. ホソナガジョウカイについて. 甲虫
ーュー ス, (100): 27-30.

高橋和弘, 1992. 神奈川県のジョウカイポン科. 神奈川虫
報, (100):71- l24.

( 山梨県 ill崎市,  離倉正人)
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コ メ ツキムシ類の触角腔周辺の微細孔について

No. 111 (Sept. 1995)

大平仁夫・ 松村 雄

奥いなどの情報を感知する器官は, 一般に触角に くの徴細孔が存在することを見いだしたのでここに
あると iわれている.  コメッキムシ類においても同 報告する.
じで, 触角の各節にそれを感知すると思われる器官 触角腔周辺部の徴細孔
が多数の小孔として認められることは, すでに大平 コメ ッキムシ類の触角は, 上 (labrum) と前頭
(1978a, 1978c) などに報告したとおりである.  しか 横隆線 (clypea1 margin) に狭まれた陳間 (fronto-
し, 触角以外の場所にも徴細孔が存在することはあ clypea1 areaまたはnasal area) と呼ばれる複限寄
まり知られていない. ':準者らは触角腔の周辺部に多 りのところから生じている. 一般の 虫類では頭后

i 流 ;-・_. 、_ G ・ i,、 、 H
Figs. A- I. A, B, オオッヤハダコメ ッキ (Stenagostus umbrati tis); C, ヒゲコメツキ (Pectocera fortunei); D, E,  オオハ
ナコメッキ (ptatynychus nothus); F.  ダイ ミョウコメッキ (Anos tirus daimio); G, H,  クチプトコメッキ (Parasi ies ts
musculus); 1.  ァオッヤハダコメ ッキ (Mucromorphus miωal yushi roi).
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(clypeus) は明瞭な板として存在するが,  コメッキ
ムシ類では頭盾は板としては存在しなく ,  この上唇
と前頭横隆線の陳間がそれに相当する部分であると
考えられている.
触角腔の周辺部は爲平状になっているが, 通常は
複眼寄りのところは触角腔に沿って境界のはっきり
しない浅い[u]満が存在する (Fig. A, Dの 印).  こ
の凹満を詳しく調べると, そこには個々にまた小集
団にからなる徴細な孔が見いだされる.  これは知覚
fしか表度面への分泌孔であると考えられる.
者らが検した種の中で, 顕著に見いだされたの

はオオッ ヤハダコ メ ッキ (Stenagostus umbrati lis)
で, Fig. Aの↑印をさらに拡大したのがFig. Bで,
↑印で示したような単一から 20個内外の徴細孔が
点々 と分布しているのが確認できる. Fig. Aの↑印
のところの凹溝内のやや白くみえる場所に徴細孔が
開口している.  また,  オオハナコメツキ (Ptatyny-
chusnothus) にも似たような徴細孔群が存在してお
り,  Fig. Dの↑印の四満部を拡大したのが Fig. E
である.
上記のような徴細孔の集まりではないが, 複眼が
大形で, 複眼と触角腔との間隔が狭まっているヒゲ
コメッキ(Pectocera.fortunei) では, やや大形の単一
徴細・fLが触角腔に沿って列状に存在している  (Fig.
Cの↑印). また,  ダイミ ョウコメッキ (Anostirus
datmio) ではやや大形の単一孔と徴細孔の小集団が
不規則に散在している (Fig. Fの↑印). その他, ア
オッヤハダコメッキ (Mucromorphus miωal yushi-
roi) では, 触角腔外側の四満は不明瞭であるが,  そ
こにはやはり Fig. Iに示したような徴細孔の小集団
が散在している.
触角腔の周辺部で小孔が最も顕著に現れているの
は, クチブトコメッキ属 (Parasitosis) やクチポソコ
メッキ属 (Gtyphony:)c) などに属する種である. それ
は Fig. G に示したように,  触角腔の外側に円形状
の2 個と内側に1 個 (種によって2 個のもある) 存
在する. Fig. Gの内側のは開口部は1 孔であるが,
内方部では2 fL状に分枝している. これらの孔の底
には Fig. H に見られるように徴細な孔が多数確認
できる.
その他, 大部分の種では, 触角下側の上 寄りの
所にやや日立つ単一の孔が認められる (Fig. A, D
の/ /印).  このfLはやや大形で多くの属の種でほぼ
一定の位置に存在することから, 他の場所の不定位
置に開口する徴細fLとは異なる機能を有する器官
(例えば一種の聴覚器官) ではないかと考えられる.
触角の各節に分布する知覚孔と触角腔周辺部に分
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布する徴細孔との機能が同じであるかどうかについ
ては, 形態面だけから判断することはできないが,
触角腔周辺部に集中的に存在することは, 単なる分
泌孔だけではなく , 他の役割を持った器官も存在す
ることは間連いないものと思われる.  このように,
触角と異なる場所にさまざまな機能を有する器官が
存在することは, 大変興味あることであり, 者ら
が知る範囲では本科の種について目体的に示したの
はこれが最初ではないかと思われる.
成虫の触角腔の周辺部は, 通常はイE粉や徴細な鹿
などが付着していて, 観察にはよく洗浄してこれら
の汚れを除かないと確認できないことが多い. 者
らは目本産の-i一要な属の代表種については調査して
おり, 近似種また近属間では徴細孔の形態や分布に
ついても類似性が認められているので, 今後さらに
多くの種についても調べて行きたいと考えている.
このような器官の存在が,  コメ ッキムシ類や他の民
虫類の生理機能の解明にも役立てば幸いである.  な
お,  この研究は, 筆者の一人である大平が l994 年
9 月に,  農林水産省農業技術研究所昆虫研究室に流
動研究員として滞在し, 室長の松村と共同研究に従
事した研究の一部である.

A bst r act H i too OHIRA and Takeshi MATsu-
MuRA: Notes on the minute pores distributing
around t he antenna l insert ions of the elaterid-
beet les.

By the observation of SEM, we con「irmed the
presence of different types of minute pores
whi ch d is tri bu te around the an tennal i nser tions
i n s o m e elaterid species. SEM-images w e r e

shown in the fol lowing figures; A and B (en-
larged), Stenagostus umbrati lis; C, Pectocera fortu-
nei; D and E (enlarged), Ptatynychus nothus; F,
Anostirus daimto; G and H (enlarged), Parasitosis
musculus musculus; I, Mucromorphus miωal yu-
sh i roi.

引用文献

大平i -;夫, 1987a. Ascotiocen‘s属のコメ ツキムシ: 触角の

知覚孔について.  甲虫ニュース, (75/76): 10.
- 1987b. コメツキムシ雑記 (XXIII). 虫と自然,
22(5): 10 - 11.
- 1987c. Da1opius属の触角の知覚孔について. 民

虫と自然, 22(14):29-30.
(大平仁夫: 愛知県岡崎市; 松村 雄: 茨城県つく

ば市)

0メダカオオキバハネカクシ北海道からの記録
Megatopinus属はこれまで日本から 3 種が知ら
れており, そのうちの l 種メ ダカオオキバハネカク
シ M j、apomcus (NAKANE, 1957) は,  これまでに本
州,  四国, 九州, 対馬, 屋久島, 琉球より記録され
ているが (NAoM1, l986, Kontyu, 54(2): 344-352),

採集記録は少なく比較的まれな種とされている. 昨
年, 筆者は従来記録のなかった北海道において, 本
種を採集しているので記録しておく.

l 頭, 北海適札幌市円山, 22. VL1994, 華者採集.
菌類の発生した倒木上より得られた.

Mega1opinus属は に熱帯, 亜熱帯に分布してい
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る属で, 本種の北海道からの発見は生物地理学上興
味深いものである. (東京農業大学, 岸本年郎)
0アカウキクサソゥムシが北海道にもいた
近年日本での存在が明らかになったァカウキクサ
ソウムシStenopetmus rufmasus GYLLENHAL, l836
は, 体長2 mm前後と小さいながら独特なゾゥムシ
である. これまで関東地方の2 カ所でみつかってい
たが, 今回さらに北海道でも採集されていたことが
わかった.

l f , 北海道紋別市オムサロ原生花園, 1993 年9
月 4 日, 佐藤光一氏採集.
佐藤光一氏のお話によると, 海岸沿いの沼に流れ
こむ細い水路でゲンゴロウ採集のさいにネットに
入ったそうである.
そもそも本種は北米南部の原産で, 牧草などの干
学に成虫が入って運ばれたらしく l9 tli紀末にヨー
ロッパに侵入した.  [」本では1987 年7 月に初めて
茨城県't:一久市牛久沼でァカウキクサ属の1 種から 3
頭が採集された.
ァカウキクサ属はシダ科の小型の水生植物で世界
に6 種あるうち2 種が日本に分布している. アカウ
キクサが静岡県以西の曖帯から熱帯 (アフリカ) に,
また ll本特産のオオアカゥキクサが 州以北に, ア
カウキクサよりも北方に分布する. 次城県のはオオ
ァカウキクサだろうと思われる.
ついで1992 年に神奈川県横浜市栄区の谷J-i地形
の場所でまず l 頭が,  翌93 年には同じ場所のオオ
ァカウキクサに局地的に多産しているのがみつかっ
た. この発生地では3 月初めに出現し5 月から6 月
にかけて最も多く 6 月中句をすぎると姿がみられ
なくなること, 私の採集した231 頭でみると体上面
の3 色の色斑が迷彩のようにいくつものパタンに
変異するめずらしい種であること, 小数が成虫越冬
するらしいこと, などがわかっている.
北海適のオホーツク海沿岸部でみつかったのは驚
きだが, 関東地方とは離れすぎていてその間がまっ
たく不明である. 本州から分散した有名な侵入種の
イネミズソウムシの場合と対比・ 類推することも
のところ不可能だが (イネミズソ'ウムシの 入はカ

リフォルニアから輸入した干草に疑いがあるといわ
れているが本種もそうだろうか), いずれにせよ今
後の発見と解明のなりゆきがスリリングなァカウキ
クサゾゥムシである.
回貴重な標本を検する機会を与えられた佐藤光

一氏に深謝する.

引用文献

森本 桂, 1986. 、f ウムシ類一世界各地への 入者. 日本の

民虫一侵略と概乱の生態学, 133-139.
- 1988.  日本に侵入した' / ウムシ類の見分け方と被
t'. 農薬研究, (137): 39.

渡 弘,  l994. アカウキクサ、/ウムシの新産地.  本o,
(106): 8.

(神奈川県横浜市, 堀川正美)
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日本甲虫学会  会長 大倉正文氏
(1915~ 1995) の急逝

林 医 夫

つい先年大倉氏の喜寿記念号を編集発行し,
同氏の人となりや業績, 学会へのfl献について
述べた一文を草し, 同氏への深い感謝の気持を
表明し, 今後益々 の御健際と御活躍を祈念した
ばかりであった. その後も健康を保ち, 時には
採集にも出かけられ, 毎年末の大会及びその後
の懇親会にも御元気な姿を見せておられた. 私
は内々 今年で80-i,になられるのを機会に, 幹
事会にはかり記念号の発行を企画してはと考え
ていた.
所が今年1 月 17 日阪神・ 淡路地区にわたる
曽有の大地震が発生し, 被災地は東北に伸び
大販北郊, 地層の い大阪市西部に及び在住の
多くの住民に多大の被11を与え, 本会会f lにも
多くの被災者が出た. 私も自宅が大きく激しく
ゆれたが, 幸い大した被一iiもなかったので, 電
話で心当りの人々 の安 、 の確認を始めたが,
仲々 情況を把提することが出来ず, やっと数日
たって大倉111:‘と連絡がっき, 御家族全.flの安全
とお宅が少し傷んだが無事とのお語でほっとし
たが, 実情はそうでもなかった様であった.  し
かし氏はその後の幹事会にも出席し, 50 1
号の編集発行に最後迄努力され完成, その発送
を目前に, 8 月21 目夜突然の病変で急逝され
た.
私は50巻2 号を発行して引退したいとかね
がね云われていた大倉氏の心身の健康を今回の
大震災が大きく障害となって縮めたものと信じ
て深い哀悼の意を表するものである.
大倉氏は三重県久居市の出身, 父君がl口制中
学教論の関係で幼少期に各地を移り変られた由
であるが小学校入学以降, 現大阪市天王寺区真
法院町に居住, 府立高津中学を経て関西学院高
等商業学校を昭和14 年に率業, すぐ実業界に
入られた. 中学率業後当時大阪で野外の 虫採

集を指導されていた虫のおじさん事, 中林l馬次
氏の阪急沿線のft 面其他の採集会に加わり」1虫
採集を始められた.  12 年には伯書大山,  13 年
には高野山から荒神 - ・ 野通川村・ 洞川等と採
集範囲を拡げて行かれた.
当時大阪周辺では寺西 l陽・ 戸一信義・ 岩田
正俊, 京都の竹内吉蔵・ 松田良iLの諸氏によっ
て関西民虫学会が組織され, 会報を昭和5 年発
刊, 8 年関西.屋虫雑誌が創刊され, その第1 巻
に戸浮信義氏により 「歩行虫の知識」が掲 さ

れ,  これが関西の昆虫採集家達にオサムシ・ ゴ
ミムシブー ムをまき起した原因となった.
寺西 氏の肝入りで近くの大阪市立城」ヒ公
園内に_尾_,ll館が誕生, そこに「植物と昆虫の会」
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が発足, その月例会に河野 洋 ・故伊賀正汎 ・
故後藤光男外の多くの友人を獲得した大倉氏
は, 昆虫の指導者としての中林氏と同会名誉会
員であられた戸浮信義氏との交流を深められゴ
ミムシへの指向を固められたと云う.
北野中学の後 として戸 氏の指導を受けて
いた私とも親交を深め, 戦争末期甲虫同好者の
集まりを持ったが, 終戦後それを発展させて近
畿甲虫同好会を発足させる迄となった. 21 年
後藤氏の好意で大倉氏は宝塚, 次いで現住所で
ある御影に宅地を 24 年に求め 25 年 1 月住宅
も完成, 現在に至っている. 私と大林一夫氏で
造った虫の友の会の 「民虫学採論」 と 「近畿甲
虫同好会々 報」 がその後合併して,  後35 年日
本甲虫学会と改称し, 今日に至っているが, 創
立当初から大倉氏は面倒な庶務・ 会計を御引受
け下さり, 私は編集・ 海外との渉外を担当した
が,  大倉氏は50年全く変らず,  会の全責任を
一身に引受け, 極めて几帳面, 且正確に会務の
連営を行って来られたその功績とその温かい人
となりに対しては何人も絶賛の言葉を惜しまな
いし, 深い感謝の念を持つことを信じて疑わな
い. 大倉氏自身長年月産業機械工業会に勤務,
関西支部事務局長. 兵庫県の購入した故阪口浩
平博士のコレクショ ンの整理をボランティアと
して動められたし, 又保育社版 「日本甲虫図鑑
II」 のオサムシ科中の8亜科と,  クビポソゴミ
ムシ科を分担執筆されたのがよい業績となって
いると思 う.

日本甲虫学会常任幹事 石田 裕氏

前述の本年1 月17 日の販神大震災に不幸に
も明石市の御自宅で遭難逝去された. 全く本学
会にとってはその御逝去に対しおくやみの言葉
に苦しむ程の大損失であった. 石田氏は京都大
学農学部昆虫学科の御卒業, 京都府立農林専門
学校・ 西京大学 (京都府立大学の前身) の徳永
雅明教授の応用 虫学研究室に助手としてプロ
の民虫学者の適をすすまれた. その後兵庫農大
に移られ, 不幸にして片方の耳が難聴となり,
神戸商大図書館に移られたと聞いている. 大倉
氏を救け, 寄せられた全原稿を綿密に検討し,
オックスフォード英語辞典等の引用文を示した
りして正しい事は一歩も引かぬ信念の人であっ
た. 教授の下でヒゲガガンポ科の邦産種の目録
をまとめられた他, 日本でナガゴミムシ属Pte-
rostichusの専門家として極めて有名である.
いずれにせよ, 我が学会は余人を以て変え難い
立派な常任幹事を一度に失った訳で, 全く残念
で致し方がない次第である. 紙幅の関係で思い
の一部も表現出来ず申し訳なく思います.
◎林 [ i夫, l992. 大倉正文氏と私と日本甲虫学会.
民虫学評論, 47(2): 85-89.
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0シコク ヒラタナガゴミムシの新産地
シコクヒラタナガゴミムシ Pterostichus (Sphod-

r,oferoma) miyamai KAsAHARA et ITOは, 地下浅層
に生息する特異なナガゴミムシで, 愛媛県面河渓,
高知県鷹之果山, 奥南川山で採集された標本に基づ
いて1987 年に記載された*. 暗赤褐色の細長い体
は平たく , 限も小さく偏平で, 上翅の条溝が幅広く ,
間室に細点刻を散布する. 脚が長く, 付節の上面に
縦しわがあることも特徴のひとつである.
本種は,  これまで四国中央部の石鎚山系の各所で
採集されていたが, 最近, 安芸市と物部村の山地で
発見され, 四国南東部にも分布していることが判明
したので報告しておく .

5 , 1 ♀, 高知県安装市稗己屋山 (標高830m,
地下浅層), 3. V1. 1994, 伊東善之採集.

l f , 高知県物部村結佐古 (標高1,100 m), 14. V.
l995, 伊東善之採集.
いずれも基産地の個体群と比較して形態上の差異
はなく , 今後, 四国各地で発見される可能性がある.

i
高知県安芸市i準己
屋山産

* Kontyu, Tokyo, 55: 139- 145.

(千葉県船橋市, 笠原須磨生; 高知市, 伊東善之)
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